[bookmark: _deaqjjjkxcaj]H1消防設備工事
[bookmark: _hbfeoa9ccac1]H2滋賀県、愛知県、岐阜県の消防設備工事は わたしたちにお任せください！

防災のトータルサポートなら、●●防災システムへ。

消防署立ち入り検査後の対応・建築後の消防設備点検・災害備蓄・防災用品の販売など、
防災における業務を幅広く対応させていただきます。
防災関係のことなら、まずは●●防災システムにご相談ください。
[bookmark: _52o48w3pm6ql]H2消防設備工事内容
[bookmark: _tm7fxsl8zmbh]H3消火設備
消火設備の一例
· 消火器
· スプリンクラー設備
· 屋内、屋外消火栓設備
· 泡消火設備
· ハロゲン化物消火設備
· 粉末消火設備、他
[bookmark: _3li1n2ee5iws]H4消火器設置
初期消火活動に威力を発揮する消火器。 防火対象物の用途や面積によって設置条件が異なります。
[bookmark: _pgyvkixbe0uo]H3避難設備
避難設備の一例
· 避難はしご（ハッチ式含む）
· 緩降機
· 救助袋
· 誘導灯 など
[bookmark: _cg9269nc3gd]H4避難はしご設置
[bookmark: _fwkttfl6jx4h]避難はしご、避難ハッチ、救助袋、緩降機、避難用タラップなどがあり規模や建物に応じてどの器具を設置するべきか法律で定められています。
[bookmark: _cgdp51s2x5b2]H4誘導灯設置
[bookmark: _pp1rk8wpntnz]多数の人が出入りする施設で、非常時に利用者を屋外に無事に避難させるために設置が義務付けられています。設置の他更新工事もお任せください。
[bookmark: _2rfuaj64czlp]H3警報設備
[bookmark: _9in0fhxyxz08]警報設備の一例
· [bookmark: _t9kmjjusamwh]自動火災報知設備
· [bookmark: _t9kmjjusamwh]ガス漏れ火災警報設備
· [bookmark: _t9kmjjusamwh]非常放送設備
· [bookmark: _nzgpa4dlioix]非常警報設備　など
[bookmark: _lbr3uldtg0ev]H4自動火災報知機設置
新規設置の他改修工事に伴い新たに増設や新しいものに交換する作業も承ります。

[bookmark: _kxxtylxoa7mb]
[bookmark: _n6jh4x30361]H1消防用設備点検
[bookmark: _dgb1i4pba325]H2専門知識豊富なチームが 定期的な消防用設備点検を行います

アパートやマンション、ビル、病院などの建物に備わっている「消防設備」は、火災時に消火活動をする上で必要となる大切な設備。 万が一火災が発生した場合、人命を救い、被害の拡大を防ぐためにも消防設備が設置されている建物は、法律によって定期的に消防設備士による点検を実施し、その結果を消防機関へ報告することが義務づけられています。

[bookmark: _ryk96sqbusq1]H2点検の対象施設
[bookmark: _k8mv7i9v1fwi]H3特定防火対象物　不特定多数の人が利用する施設
· 延べ床面積が1000㎡以上
· 屋内階段（避難経路）が一つ

例えばこんな建物
· 商業施設
· 飲食店
[bookmark: _s4g2h374hgr9]H3非特定防火対象物　決められた人が利用する施設
· 延べ床面積が1000㎡以上
· 特定用途が3機以上の階、又は地階にある
· 屋内階段（避難経路）が一つ

例えばこんな建物
· マンション
· 事務所
[bookmark: _hiw9p8td26l9]H2点検対象の消防設備
[bookmark: _t6zi043j0h8f]H3消防設備
· 消火器
· 簡易消火器具
· 屋内消火栓設備
· スプリンクラー設備
· 水噴霧消火設備
· 泡消火設備
· 不活性ガス消火設備
· ハロゲン化物消火設備
· 粉末消火設備
· 屋外消火栓設備
· 動力消防ポンプ設備

[bookmark: _z40zota0egej]H3警報設備
· 自動火災報知設備
· ガス漏れ火災警報設備
· 漏電火災警報器
· 消防機関へ通報する火災報知設備
· 警鐘、携帯用拡声器
· 手動式サイレン
· その他の非常警報器具

[bookmark: _seh1b6ahnqp6]H3避難設備
· 滑り台、避難はしご
· 救助袋
· 緩降機
· 避難橋
· 誘導灯及び誘導標識

[bookmark: _veraimpa7ltm]H3電気設備
· 非常電源専用受電設備
· 自家発電設備
· 蓄電池設備
· 総合操作盤

[bookmark: _c7snfbpdqmpq]H3その他
· 排煙設備
· 連結散水設備
· 連結送水管
· 非常コンセント設備
· 無線通信補助設備

[bookmark: _j6j30fezca23]H2消防用設備点検を行うタイミングは？
[bookmark: _4t7xw88hbae0]H3機器点検6ケ月に1回
損傷の有無などその他外観から判断可能な事項の確認を行う
外観点検、簡易な操作で判断出来る事項の確認を行う機能点検
[bookmark: _som5vuiy7zoa]H3総合点検1年に1回
消防設備と消火設備を実際に作動させ、異常がないかを確認するための点検
[bookmark: _xn52jzcrs8oh]H2●●防災システムが 選ばれる理由
防火設備定期点検は、平成28年6月施行の法改正で新しく義務付けられた定期報告です。
平成31年度（2019年度）からは原則毎年の報告が義務付けられています。
※報告時期は特定行政庁ごとに決まっていますので、各特定行政庁にご確認ください。
●●防災システムでは、報告時期や報告対象の建物かどうかなどのご相談も承っております。まずはお気軽にお問合せください。
詳しくは総務省消防庁の「消防用設備等の点検基準、点検要領、点検票」ページをご参照ください。
※消防設備点検を行わない場合は罰則があります。
点検結果の報告をせず、又は虚偽の報告をした場合、30万円以下の罰金又は拘留が科されますのでご注意ください。
[bookmark: _ssq0rsy0ra0g]
[bookmark: _d8yjgexmomx6]
[bookmark: _7zqutcwuqf36]H1防火対象物点検
[bookmark: _pemt4pef4f5g]H2定期的な防火対象物定期点検について

大規模火災を防ぐため、日頃の防火体制を点検致します。

平成15年10月1日に消防法が大幅に改正された『防火対象物定期点検報告制度』。通常の消防設備点検とは別に非常口や非常階段付近に障害物が置かれていないか、火災が起きた際に適切な避難ができるような環境にあるかなどを点検し防機関へ報告する制度です。下記の建物のオーナー様等は防火対象物点検が義務付けられています。（防災管理点検と両方の点検が必要な場合もあります）

[bookmark: _eo8s2qnwzcby]H2点検の対象施設
[bookmark: _kknxoex5w5ts]H3防火対象物定期点検
· 収容人員が30人以上300人未満の防火対象物（小規模雑居ビル等）
· 特定用途部分が地階又は3階以上に存するもの（避難階は除く）
· 階段が一つのもの
· 特定の建物（特定防火対象物）で収容人員が300人以上のもの

例えばこんな建物
· 百貨店
· 映画館

· 遊技場
· 病院
· 老人福祉施設等

[bookmark: _4b4lbzz1a961]H2防火対象物定期点検の点検項目
· 防火管理者を選任しているか
· 消火・通報・避難訓練を実施しているか。
· 防火戸の閉鎖に障害となる物が置かれていないか。
· カーテン等の防炎対象物品に防炎性能を有する旨の表示が付けられているか。
· 避難施設に避難の障害となる物が置かれていないか。
· 消防設備等が設置されているか。

[bookmark: _d8gg87eo5ycv]H2防火対象物定期点検を行うタイミングは？
[bookmark: _iwhb1hp091jm]H3防火対象物定期点検1年に1回
防火対象物定期点検は検毎年１回行い、消防長又は消防署長に報告することが義務付けられております。


[bookmark: _13zm0hti8334]
[bookmark: _pmlu2sc4d0ql]H1防災管理点検
[bookmark: _xzx85dw36tmu]H2定期的な防災管理点検について

経験豊富な専門チームが総合的な点検を行い、災害リスクを最小限に抑えます。

防災管理点検は、施設や設備の定期的な点検活動で、耐震性や消防設備、非常用設備などを点検し、災害時のリスクに備えます。安全な環境づくりとリスク低減の一環として、定期的な点検と防機関への報告が義務付けられています。

[bookmark: _9fy0gdf7nkvm]H2点検の対象施設
[bookmark: _etallk21ug9q]H3防災管理点検　下記のような大規模建築物等
※画像貼り付け？そのまま使用？
[bookmark: _w5go488mjmt9]H2防火対象物定期点検の点検項目
· 防火管理者を選任しているか
· 訓練マニュアルに基づき、避難訓練が1年に1回以上実施されているか（指定避難場所等）
· 避難階段に避難の障害となる物が置かれていないか。
· 非常食等が常備されているか。
· オフィス家具等の転倒、落下、移動防止措置が取られているか。

[bookmark: _5ytc2xnrcspi]H2防災管理点検を行うタイミングは？
[bookmark: _t2f4juh7rwsn]H3防火対象物定期点検1年に1回
防火対象物定期点検は検毎年１回行い、消防長又は消防署長に報告することが義務付けられております。

防火管理点検・対象物点検を行わない場合は罰則があります。
1. 「防火基準点検済証」、「防火・防災基準点検済証」、「防火優良認定証」、「防火・防災優良認定証」の表示を、表示できる要件を満たしていないにも関わらず表示をした場合や紛らわしい表示をした場合 ⇒30万円以下の罰金又は勾留（消防法第44条第3号）
2. 防火対象物点検の報告をせず、又は虚偽の報告をした場合 ⇒30万円以下の罰金又は勾留（消防法第44条第11号）
3. 前１及び２についてはその行為者のほか、その法人に対して30万円以下の罰金刑（消防法第45条第3号）

[bookmark: _3ilws0v6okrp]
[bookmark: _9wpuav6hf9kh]H1自家発電設備点検・負荷試験
[bookmark: _w92pg7i0xca]H2定期的な自家発電設備点検・負荷試験について

非常用の自家発電機の点検をお忘れなく！

消防設備の非常用電源として設置されている自家発電設備は、消防設備の一部です。そのため定期的な消防設備点検に加え、負荷試験も定期的に行うことが義務付けられています。どの点検作業も当社の専門家にお任せいただけます。

[bookmark: _8jukk6j2waqe]H2自家発電設の点検内容

実負荷試験
· 建物に設置された消防用設備と同時に稼動する試験方法
· 建物内の消防設備を同時に点検が可能
模擬負荷試験
· 専用の模擬負荷試験装置をつなげて負荷をかける試験方法
· 建物内の消防用設備を利用しないため停電が不要
· 消防法で推奨されている定格出力の30%以上を確実に実現
· 非常用発電機の内部に溜まったカーボン等を排出できる
内部観察
· 過給器コンプレッサ翼及びタービン翼並びに排気管等の内部観察
· 燃料噴射弁等の動作確認
· シリンダ摺動面の内部観察
· 潤滑油の成分分析
· 冷却水の成分分析

[bookmark: _ugphbo913dtx]H2自家発電設備点検・負荷試験を行うタイミングは？
[bookmark: _6f8vxryd0p4x]H3非常用発電機の負荷試験1年に1回
1年に1回、予防のための保全策が講じられている場合は6年に1回の負荷試験または内部観察による点検を実施することが定められています。

予防的な保全策の1年ごとに確認すべき項目
· 予熱栓（変形や絶縁不良が無いかどうか）
· 点火栓（異常な消耗やカーボンの付着等）
· 潤滑油プライミングポンプ（正常かどうか）
· 冷却水ヒータ（配管の温度・ヒーターの断線等）

検査にかかる工程や時間・費用等は設置状況によって異なります。
無料でお見積りいたしますのでコチラからお問合せください。
お急ぎの場合は0748-60-4298までお電話を！
[bookmark: _73ppo29gtmg1]H2改正された点検方法


[bookmark: _g8tsu85jj9gt]
[bookmark: _9x4pla7278p5]H1特定建築物調査　⇒特殊建築物定期調査
[bookmark: _gvoadzoakjyq]H2定期的な特殊建築物の調査について

特殊建築物の定期的な点検について

大規模な商業施設や公共施設は、一定の間隔で「調査の資格を持つ専門家」による建物の調査を行い（特殊建築物定期調査という）、その結果を指定の行政機関に報告しなければなりません。 わたしたち●●防災システムは、特殊建築物定期調査もお任せいただけます。

[bookmark: _vn9wh5vkn13x]H2点検の対象施設
[bookmark: _s008ydaxzkb5]H3非特定防火対象物　国が全国一律で定めた下記の基準があります

例１
建物の用途

体育館・博物館・美術館・図書館・ボウリング場・スキー場・スケート場・水泳場・スポーツ練習場（いずれも学校に附属するものを除く）

条件
· 3階以上の階
· 床面積が2,000㎡以上

例２
建物の用途

劇場・映画館・演芸場・観覧場・公会堂・集会場など

条件
· 地階もしくは3階以上の階
· 客席の床面積が200㎡以上
· 主階が1階にない劇場、映画館、演芸場

例３
建物の用途

病院・有床診療所・ホテル・旅館・就寝用福祉施設（※）など
（※）サービス付き高齢者向け住宅、認知症高齢者グループwホーム、障害者グループホーム、老人デイサービスセンター、障害福祉サービス等の事業所を指します。


条件
· 地階もしくは3階以上の階
· 客席の床面積が2000㎡以上
· 2階の床面積が300㎡以上

例４
建物の用途

百貨店・マーケット・展示場・キャバレー・カフェ・ナイトクラブ・バー・ダンスホール・遊技場・公衆浴場・待合・料理店・飲食店公衆浴場・待合・料理店・飲食店・物品販売業を営む店舗


条件
· 地階もしくは3階以上の階
· 客席の床面積が300㎡以上
· 2階の床面積が500㎡以上

[bookmark: _yofdnph0l8an]H2特定建築物調査の点検項目
敷地及び地盤の調査
· 地盤沈下などによる陥没・凸凹・傾斜の有無を目視で確認
· 建物周辺及び敷地内の地盤、通路、排水管等衛生面のチェック
· 
建物外部の調査
· 基礎や外壁の状態を目視・テストハンマーにて調査。
· ひび割れ・沈下等の他広告板や室外機などの設置状態も事故が起こらないか確認。

屋上・屋根の調査
· 屋根や屋上そのものの損傷、排水が機能しているか確認
· 屋上のひび割れ、損傷、鋼材や金具の錆や腐食などを確認。
· 
建築物の内部の調査
· 建築基準法にそっているかを目視と建築図面とあわせて調査
· 床や天井などの状態が火災の際でも耐火性能が確保されているか確認
· 
避難施設の調査
· 廊下・通路・出入り口・バルコニー・階段等や排煙設備など、火災の際の避難に問題がないか調査
· 避難経路に燃えやすいものが集積・放置されていないか確認
· 
防火設備の設置状況
· 2016年から新設された点検項目です。

[bookmark: _vrsg71vxp5sb]H2特定建築物調査を行うタイミングは？
[bookmark: _9pfdnhd5y80f]H3建築物3年に1回
周期は建物の用途や規模によって異なり、新築・改築した年から数えて報告年度が決まります。
※特定建築物定期調査には「初回免除」という制度があります。詳細は特定行政庁ごとに異なるので、ホームページなどで個別に確認してください。
愛知県＞ 建築基準法における定期報告制度

防火設備定期点検は、平成28年6月施行の法改正で新しく義務付けられた定期報告です。平成31年度（2019年度）からは原則毎年の報告が義務付けられています。
※報告時期は特定行政庁ごとに決まっていますので、各特定行政庁に確認する必要があります。
カメガイでは報告時期、報告対象建物か否か、その他検査について何でもご相談承ります！お気軽にお電話ください。
総務省消防庁の「消防用設備等の点検基準、点検要領、点検票」ページをご参照ください。
※消防設備点検を行わない場合は罰則があります。
点検結果の報告をせず、又は虚偽の報告をした場合、30万円以下の罰金又は拘留が科されますのでご注意ください。


[bookmark: _p36y0vem3vm9]

[bookmark: _mz030gvt0lz6]H1建築設備検査
[bookmark: _mz030gvt0lz6]H2各種設備や施設の定期法定調査

建築設備定期検査とは、建物内の各種設備（電気、水道、エレベーター、消防設備など）の定期的な点検と調査のこと。人々の安全と建物の正常な運用を保つことを目的とし、専門家が安全性や機能性を評価するための法定点検です。

[bookmark: _mz030gvt0lz6]H2点検の対象設備と検査内容
[bookmark: _mz030gvt0lz6]H3換気設備
検査内容
· 給気機や排気機の作動状況
· 喚起風量や無窓居室のCO2濃度測定
· 防火ダンパーの設置や作動を確認　など

対象となる部屋
· 無窓居室
· コンロなどを設置した部屋（電熱器は除く）
· 集会場など客席がある部屋

[bookmark: _mz030gvt0lz6]H3排煙設備
検査内容
· 排煙機が正常に作動しているか、風量を確認
· 手動開放装置が設置されているか確認
· 自家用発電装置の設置状況

対象となる部屋
· 自然排煙設備、屋外に設置された排煙機など
[bookmark: _s9usqqfo37ze]
[bookmark: _mz030gvt0lz6]H3非常用照明装置
· 電球が正しく設置されているか確認
· 故障や不良、バッテリー不良による不点灯
· 蓄電池の劣化や容量不足の点検

対象となる非常用証明装置
· 蓄電池を器具内に内蔵する電池内蔵型
· 別室の蓄電池施設などから給電する電源別置型

[bookmark: _mz030gvt0lz6]H2建築設備検査を行うタイミングは？
[bookmark: _obmss2vt3xvp]H3建築設備検査1年に1回
検査項目は定期検査自体が無い行政や、一部を対象外にしているなど特定行政庁によって異なる場合があります。
まずは各都道府県に確認いただけるとスムーズです。
[bookmark: _wa6n64uimnua]
[bookmark: _jr7o6fd3k7ib]
[bookmark: _q6nldiv6gaa3]H1防火設備検査
[bookmark: _7udo8ua53ulg]H2各種設備や施設の定期法定調査

平成28年に新設された、防火に特化した検査です。

防火設備検査は、建物内の火災予防や火災時の対応能力を確保するために行われる定期的な点検・調査です。この定期検査により、建物内の火災リスクが低減され、人々の安全が確保されます。
[bookmark: _18e86b87k5l5]H2点検の対象施設
[bookmark: _domthnoinie4]H3例えばこんな建物
劇場・映画館
· 3階以上の階（100㎡以上）
· 客席が200㎡以上
· 主階が1階に無い（100㎡以上）
· 地階（100㎡以上）

飲食店・物品販売を営む店舗
· 3階以上の階（100㎡以上）
· 2階が500㎡以上
· 面積が3,000㎡以上
· 地階（100㎡以上）

病院・旅館・共同住宅など
· 3階以上の階（100㎡以上）
· 2階が300㎡以上
· 面積が300㎡以上
· 地階（100㎡以上）

他にも下記の施設が点検対象です
· 観覧上
· 公会堂
· 集会場
· 児童福祉施設
· 博物館
· 美術館
· スポーツ練習場
· 百貨店など

[bookmark: _b4fcigjb790b]H2防火対象物定期点検の点検項目
· 防火シャッター付近に障害物の放置が無いか
· 防火シャッターの駆動装置の動作確認
· 煙感知器などの設置、劣化、接続状況の確認
· ドレンチャー等、水源となる貯水槽の劣化及び損傷、水質や水量は適正か。
· 消防設備等が設置されているか。

[bookmark: _qtebuol0xtd9]H2防火設備検査を行うタイミングは？
[bookmark: _xmd3y6eb1k50]H3防火設備検査1年に1回
特定行政庁から通知が届いていても設置状況により対象外となる場合がございます。お気軽にお問合せください。
